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Summary

　 Variations　in　sugar 　contents 　in　fig　 syconia ，　their　parts　 and 　nodal 　positions　 among 　cultivars 　were

investigated．

　1．Glucose　and 　fluctose　ale 　the　major 　sugars ，　whereas 　sucrosc 　is　a　minor 　one 　in　the　fruidets　of　the

second 　crop 　in　10　Common 　figs（Ficus　ca 厂ica　L．　var ．　hortensis　Shinn）and 　Qf　the　first　crop 　in　3　San
Pedro−type　figs（F．　carica 　L 　vaL 　intermedia　Shinn＞and 　l　Common 　fig．　However ，　among 　cultivars ，
sucrose 　content 　in　the　 second 　and 　first　 crQp 　syconia 　fluctuated　 more 　than　did　those 　of 　glucose　and

fエuctose ．

　2．In　the　fruitlets　and 　fleshy　peduncuLal　tissue　of　the　second 　crop　syconia 　of
‘Masui 　Da 叩 hine’and

‘Houraishi’，　Common 　figs，　glucose　and 　f匸uctose 　conIents 　increased　rapidly 　two 　weeks 　before　hafvest；
whne 　the　percentages　of 　glucose　to　total　 sug 置 r　contents 　decreased，　those 　of 　fructosc　increased．　The
d孟fferences　in　proportiens　of 　sugar 　constituents　between　the　fruitlets　and 　fleshy　pedunclcs　were 　not

significant 　at　harvest．

　 3．Th 巳 fresh　weights 　of　tbe　fruitlets　and 　fleshy　pedunclcs　of 　the　second 　crop
‘Masui 　Dauphine ’

and

‘Houraishi’increase　about 　4　tirnes　between　the　70th　day　 after 　bearing　 and 　harvest；the　peduncu正ar

tissue　of
‘Masui　Dauphine’and 　the　fruitlets　of

‘Houraishi’enlalged 　significant］y　during　this　period
compared 　with 　the　rest 　of 　the　syconium ，　The　total　sugar　contents ，　on　flesh　weight 　basis，　of　the　fruitlets

and 　peduncles　increased　during　the　ripening 　stage ，　especially 正n
‘HouraishF．　Sugar　concentrations 　in

the　fruitlets　were 　higher　than　that　of 　the　peduncular　t正ssue 　at　harvest．

　4．in　the　fruitlets　of 　the　second 　crop
‘Masui　Dauphlne ’

and 　
FHouraishi ｝

，　the　percentages　of　sucro5e

to　total　sugar 　contents 　increased　progressively　with 　nodal 　positionl　this　increase 　is　altributed 　to　periods
of　low　autumnal 　temperature 　which 　occured 　during　late　harvest．

Key 　Words ： fig　syconia
，
　nodal 　position，　 sugar 　 accumulation ，　sugar 　 composition ，　 varietal

differences．

緒　　言

　糖 と有機 酸 の 含量 お よ び 組成 は 果実類 の 食味の 最 も重

要な構成要素で あるが （杉浦 ・稲葉，1991），イ チ ジ ク果

実の 場合は有機酸含量が少な い ため，糖 の 食味 に 及 ぼ す

影響が大きい （伊藤ら，1987）．イ チ ジ ク果実 の 糖含量 ・組

成に つ い て は ， 成熟期に ブ ドウ糖，果糖 が急激 に増加 し，

シ ョ 糖 の 含量 は 少な い こ とが報 告 され て い る （平井，

1966 ；外川 ら，1992 ；能岡，1995）．しか し，こ れ らの 報

告は対象品種 に
‘
桝井 ド

ー
フ ィ ン

’
を用 い た 場合 の 研究事

例で あ り，イチ ジ クの 品種問 に おける糖組成比 の 相違は

1998 年 6月 15 日　受付，1999年 1月 18 日 　受理，

明 らかに な っ て い な い．イチ ジ クに は 16
−7月 に成熟する

夏果を着生す る品種 と 8 月以降 に 成熟す る秋果を着生す

る品種 が あ る （佐藤，1953）．こ の た め，糖組成比の 品種間

差 を検討す るに 当た っ て は，夏果 ，秋果を着生す るそ れ

ぞ れ の 品種 に つ い て 組成別 の 糖含量を明 らか に す る必要

が あ る．

　 また，イ チ ジ クの 果実 は 食用部分 の 果肉組織 が 形態的

に 小果と果托 （花托 ）に 区分 さ れ る （平井，1966；佐藤，

1953）．平井 （1966）は，
」
桝井 ドーフ ィ ン

’
果実で 成熟期 に

糖含量 が増加す る 際 果托 に 比 べ て 小果 の 方 が 還元糖含

量が 多くな る こ とを報告して い る．しか し，還元糖の 組成

は検討して お らず ，イ チ ジ ク 果実 の 成熟 に 伴 う部位ご と

の 組成糖含量の 変化 は 明 らか で は な い ，と くに ，イ チ ジ ク
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果実 は成熟期 の 急激 な 肥大 と と もに 糖含量 が増加 す る た

め （Crane・Brown ，
1950；Tsantili，

1990），組成糖 の 変化

を検討す る際に は単位重量当 た りの 含量だ けで な く，糖集

積 の 機構解明 とい う観点 か ら，果実 の 重量増加 と部位 ご と

の 糖の 総量 の 変化 を同時 に 明 ら か に す る こ とが 重要 で あ

る．

　 さ ら に ，イ チ ジ ク秋果 の 場合，新梢 の 伸長 に 伴 い
一
ド位

節か らk 位節 へ 順次果実が着生 し発育す る こ とか ら，成

熟期 の 気温 が 結果節位ご と に 低下 し，果重 や 果皮色，糖

度 も節位 に よ っ て 異 な る （矢羽 田 ら，1997）．果実類 の 糖 の

蓄積や組成比 に は 結果期間中 の 気温 が 大 きく影響 する こ

と か ら （杉浦 ・稲葉 ，1991；高木 ら，1994； 山出 ら，

1988），イ チ ジ ク秋果 の 糖組成比 は，結果枝内の 節位に よ

っ て も異 な る こ と が考え られ る．

　そ こ で 本研究で は，イ チ ジ ク果実の 甘味の 変異 と糖集

積 に 関す る知見を深 め る た め ，糖含量 ・糖組成比 の 品種

問お よ び結果節位間 に おける相違を調査 し，成熟期 に お

ける 果実内の 部位 ご との 変化 に つ い て も検討を行 っ た の

で ，そ の 結果を報告 す る，

材 料 お よ び 方 法

実 験 1，秋 果 お よ び 夏 果 の 糖 組 成 比 の 品種 間 差 異

　供試品種 に は，秋果は第 1表に示した普通型 の 10品種

（Ficus　carica 　L．　var ，hortensis　Shinn），夏果は第 2表 に示

した サ ン ペ ド ロ 型 の 3 品種 （F．carica 　L．　var ．　intermedia

Shinn）と普通型 の 1品種を用 い た．なお，普通型 品種 の

姫 蓬莱
’
は福岡県農業総合試験場豊前分場 で 1989年 に 蓬

莱柿
’
と

‘
カ プ リ フ ィ ッ グ 6085’を交配 した 組 み 合 わ せ か

ら育成 し，1997年 1月 に 品種登録出願 した 品種 で あ る

（粟村 ら，1998）．

　各品種 と も豊前分場内の 研究圃場 に 栽植中 の 5刈 0年生

樹 を 2〜3本供試 した ．秋果 は 1996年 9月中下旬に ， 夏果

は 1997年 6月
．
ド創 一7月 中旬 に 出荷適熟果を適宜 10〜15

果収穫 した 後，各果実を 4等分 して
一．40℃ で 凍結保存 し ，

小果 の 糖分析を行 っ た．

実 験 2．秋 果 の 成 熟 と 糖 組 成 比 の 部 位 別 変 化

　 1997年に 場内圃場の 樹齢 10年生の
‘
桝井 ド

ー
フ ィ ソ と

蓬 莱柿
’
を各 3樹供試 し，両品種 の 結果枝第 3節 の 秋果

を結果 70 日後お よ び 出荷適熟 と な っ た 収穫期 に それぞれ

1樹 か ら 5果，計 15果ずつ 採取 した．は く皮後 に 小果 と果

托 に 分 け，そ れ ぞ れ新鮮重 を測定 した 後，試料を そ の ま

ま，糖 の 分析時ま で
一40 ℃ で 凍結保存 した．

　結果 日 は ，果実横径 が 4mm 以上 に な っ て 外部形態 が 果

実 と認 め られ た 日と した．また，結果枝第 3節 の 秋果 の 結

果 日，結果 70 日後および 収穫 日 は，桝 井 ド
ー

フ ィ ソ は

そ れ ぞ れ 5月 23 日，8月 1日，8月 15 日，
’
蓬莱柿

’
は 5月

30 日，8月 8 日，8月 23 日で あ っ た．

実 験 3．秋 果 の 糖 組 成 比 の 結 果 節 位 に よ る相 違

　 1997年に 実験 2 と 同 じ
‘
桝井 ドーフ ィ ソ と 蓬 莱柿

1

を

各 3樹供試 し，8月中旬 〜10月上旬 に 結果枝第 3節，第 8

節および第 13節の 秋果をそれ ぞ れ出荷適熟 と な っ た 収穫

期 に 1樹か ら 5果，計 15果ずつ 採取 した後，各果実を 4

等分 して
一40℃ で 凍結保存 し，小果 の 糖分析 を 行 っ た．

組 成 糖 の 分 析

　糖の 抽出，分析は樫村ら （1994）の 方法に 準 じて 行 い ，

凍結保存した 試料 か ら小果 ま た は果托 6−8gを ナ イ フ で 削

り取 り，4 倍 容 の エ タ ノ
ール を加 え て ポ リ ト ロ ン

（K 正NEMATICA 社製 PT　3000）で ホ モ ジ ナ イ ズ し，80　
cC

で 30分間 の 加熱処理 した 後，遠心分離 （3500rpm ，10分

間 ）を行 っ て 上清液を回収 した．残渣は 80％ 熱 工 タノ
ール

を加え て 攪拌 した後，再度遠心 分離を行 っ て 上清液を回

収 し，こ の 過 程 を 2回繰 り返 した．3回 の 遠 心 分離 で 得 ら

れ た上清液を合わ せ て 80％ 工 タ ノ
ール で 100m1 に 定容

し，抽出液 と した ．抽出液 の
一部を乾燥後，TMSI −・H

（ジー
エ ル サ イ エ ン ス 社製 ）に よ り TMS 化 し，ガ ス ク ロ マ

トグラ フ （日立 G −5000，カ ラ ム ：内径 3mm ，長さ lm ，

充填剤 ：Silicone　OV − 17−2％　Uniport　HP801ユ00，カ ラ ム

温度 ：140→260DC，昇温率 ：8℃ 1min．，キ ャ リア ガ ス ：

ヘ リウム ，流量 ：40ml ！min ．，検出器 ：FID）で 定量を行 っ

た，全糖含量 は上記 の 分析 に よ っ て 得 られ た 各組成糖 （果

糖，ブ ドウ糖 シ ョ 糖 ）含量 の 総和 と し，各組成糖含量 は

試料新鮮重 100g 当た りの g で示した．糖組成比 は，全糖

含量 に対す る各組成糖含量 の 割合を百分率 （％）で 示 した．

な お，分析 は すべ て 3反復で行 っ た ．

結　　果

実 験 1．秋 果 お よ び 夏 果 の 糖 組成 比 の 品 種 間差 異

　秋果 の 小果 に お け る糖含量 お よ び糖組成比 を第 1表に

示 した ．組成別 の 糖含量は，供試 した 10品種すべ て で 果

糖 ，
ブ ドウ 糖含量が 多く，シ ョ 糖含量は少な か っ た ．しか

し，果糖，ブ ドウ糖含量は 品種間に有意な差が な か っ た

の に 対 し，シ ョ 糖含量 で は品種間差 が 認 め られ，桝 井 ドー

フ ィ ソ の シ ョ 糖含量 は 姫 蓬莱
丁
，
‘
ブ ラ ウ ン ・夕一キ ー1

，

蓬 莱柿
’
，

t

ロ イ ヤ ル ・ビ ン ヤ
ー

ド
’
，
‘
イ ス キ ア ・ブ ラ ッ グ

に 比べ て有意 に少なか っ た．全糖 含量 は，新鮮重 100g 当

た り 15．23　・−17．99　g の 範囲で 品種 間に有意な差は 認 め ら

れなか っ た ，全糖含量 に 占め る各組成糖 の 割合は果糖が

38．7〜459 ％ ブ ドウ糖が 49．1〜53．8％，シ ョ 糖 は 1．4−8．8
％ で ， 果糖とブ ドウ糖の 合計 で お お む ね 90−95％ を 占め

た，各組成糖の 割合に は品種間差 が 認 め られ，果糖の割合

で は
t

イ ス キ ア ・ブ ラ ッ グ が
‘
桝井 ドーフ ィ ン

’
に 比 べ

て ，シ ョ 糖の 割合で は 桝 井 ドーフ ィ ソ が 姫 蓬莱
’
，蓬

莱柿
’
，
‘
ブ ラ ウ ン ・ター

キ
ー’

に比 べ て そ れ ぞ れ 7％前後，

有意 に低か っ た，ま た，ブ ドウ糖 の 割合は，
‘
姫蓬莱

e

，蓬

莱柿
卩
が

‘
イ ス キ ア ・ブ ラ ッ グ ，

‘
イ ス キ ア ・ホ ワ イ ト

’
に

比 べ て 4％ 前後， 有意 に低か っ た．

　夏果 の 小果 に おけ る糖含量 お よ び 糖組成比 を第 2表 に

示し た．供試 した 4 品種 の 中で は
‘
谷川

’
の 各組成糖含量

N 工工
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Tab 且e　1．　Variations　in　sugar 　contents 　and 　their　proportions　in　the　fruitlets　of 　second 　cmp 　syconia 　ef　fig　cultivars（1996 　data）．

Sugar 　content （g1100g　FW ） Sugar　proportion（％ ）
Cultival

Fructose Glucose Sucrose Total FTuctose Glucose Sucrose

Negro 　Largo

Royal 　Vjneyard

Ischia　White

Ischia　Black

NegroneBrown

　Turkey

Du 　RoiHimehourai

Masui 　Dauphine

Heuraishi

6．60ay6

．64a6

．65a6

．09a7

．91a7

．21a6

．87a7

．45a7

．42a6

、98aNS

7．65a7

．93a8

，39a8

．47a9

．41a9

，04a7

．87a8

．77a8

．51a8

．09aNS

0．98abl

、20aO

．75ab1

．18aO

．67ab

王．41a

〔〕．97abI

．56aO

．23b1

．40a
＊率

15．23a15

．77a15

，79a15

，74a17

．99a17

，66aI5

．71a17

．78a16

．16a16

．47aNS

43．3ab42

．1ab42

．1ab38

，7b44

．Oab40

．8ab43

．7ab41

．9ab45

．9a42

．4ab

502abc5

〔〕．3abc53

、lab53

．8a52

．3abc51

．2abc50

．1bc49

．3　c52

．7abc49

．1c
＊ ＊

6、5abc7

．6abc4

．8bcd7

．5abc3

．7cd8

，0ab6

．2abc8
．8a1

．4d8

．5ab
率 串

zAII
　cultivars 　are 　Cemmon 　figs．　Harvest　ranged 　from 　mid − to　late−Seμember 、

yMean
　separation　within 　Qolumns 　by　Tuke ゾ smultiple 　range 　test　at　P＝0．05．

NS ，
串

and ●宰indicate　nonsignificant ，　significant 　at　P＝0，05　and 　P＝0．01　by　analysis 　of 　variance ，　respectively ．

TabIe　2．　Varjations　in　sugar 　contents 　and 　their　proportions　in　the　fruitletg．　of 　first　crop 　syconia 　of　fig　cultjvars （1997　data），

Sugar　content（g1100g　FW ） Sugar　proportion（％）
Cultivari

Fructose Glucose Sucrose Tetal FTuctose Glucose Sucrose

KingTanikawa

San 　Pedro 　White

Heuraishi

5．57aY4

．27b6

．39a5

．48ab
寡 ＊

6．41a4

．67b7

．18a6

．21a
＊ 虚

0、62abO

．24b1

．30aO

、34b
＊ ＊

12．60a9

．18b14

．87a12

．03ab
＊ ＊

44．2a46

．5a43

．Oa45

．6aNS

50，9a50

，9a48

．3a51

．6aNS

4．9ab2

．6b8

，7a2

．8b

z ‘King’，Tanikawa
’
and

‘San　Pedro　White’are　San　Pedro −type　fig　cultivars ．　Houraishi ’is　Commnflg 　cultivar ．　Harvest 　ranged 　from

late−June　to　mid 　 July．
yMean

　separation 　wlthin 　co 】umns 　by　Tuke ゾ s　multiple 　range 　Iest　at　P＝0．05．
NS

，

取
and

絆 indicate　nonsignificant
，
　significant 　at 　P ≡0．05　and 　P＝0，01　by　analysis 　of 　variance

，
　respectiveiy ．

が 他 の 品種 に 比 べ て 少 な か っ た．全糖含量 に 占め る各組成

糖 の 割合 は，果糖，ブ ドウ糖 で は 品種間 に 有意な 差 が な

か っ た の に 対 し，シ ョ 糖で は 品種間に 有意差が認め られ，

シ ョ 糖 の 割合が最 も高 い
‘
サ ン ペ ドロ ・ホ ワ イ ト

’
と最 も

低 い
‘
谷川

’
の 間 に は 6％ 以上 の 違 い が あ っ た．

実験 2．秋 果 の 成 熟 と 糖 組成 比 の 部位 別 変化

　
‘
桝井 ド

ー
フ ィ ソ ，

‘
蓬莱桁 の 秋果 の 結果 70 日後と収

穫期 に おける小果，果托の 単位重量当た り糖含量お よ び

糖組成比を第 3表に 示 し た．両品種 と も結果 70 日 後は小

果 より果托 の 方 が ブ ドウ 糖含量 が 有意 に 多 く，全糖含量

も新鮮重 100g 当 た り 2g 前後多か っ た．収穫期 に は小果，

果托 の 果糖，ブ ドウ糖含量 が 急増し，蓬 莱柿
’

で は シ ョ

糖含量 も増加 した ，収穫果 の 全糖含量は，果托 より小果 の

方が 2g 以上有意 に 多 くな っ た．全糖含量 に 占め る各組成

糖の 割合は，
‘
桝井 ドーフ ィ ソ の 小果，果托と

‘
蓬莱柿

’

果托 で 収穫期 に ブ ドウ糖 の 割合が 有意 に 低下 して 果糖の

割合が 高 くな っ た．シ ョ 糖の 占め る割合は，両品種の 小

果，果托と も結果 70 日後と収穫期の 間に は有意差が な か

っ た．また，収穫期 に おける糖組成比 は，両品種 と も小果，

果托 の 間 に 有意 な 差 が 認 め られ ず，果糖と ブ ドウ 糖の 合

計 で お お む ね 90〜98％ を占め た．

　小果 の 重量は，結果 70 日後は
‘
桝井 ドーフ ィ ソ で は

11．9g，蓬 莱柿
’

で は 14．7g で あ っ た が，収穫i期 に は 4．5

倍以上 に 急増して ，それ ぞ れ 54．Og と 67．Og に達 した，果

托の 重量 も，結果 70 日 後は 桝井 ドーフ ィ ン
’

で は 16．3

g，
‘
蓬莱柿

’
で は 10．8g で あ っ た が ，収穫期に は そ れ ぞ れ

4倍前後の 62．7g と 45．7g に増加 した．そ の際
c
桝井 ドー

フ ィ ン
’
は果托，

‘
蓬莱柿

’
は小果 の 重量の 増加量 が 大 きく

な っ た，小果 ，果托の 重量か ら換算 した 部位別 の 糖含量

は，結果 70 日後は 両品種 と もきわ め て 少な か っ た が ，収

穫期 に 急激 に 増加 した ．収穫期 に お け る各組成糖の 含量

は，
‘
蓬莱柿

’
で は 果托 に 比 べ て 小果 の 方 が 有意 に 多 くな

っ た が，
t

桝井 ドーフ ィ ソ は小果 と 果托 の 間に 有意な差

が な か っ た （第 4表），

実 験 3．秋 果 の 糖 組 成比 の 結 果 節位 に よ る 相違

　
‘
桝井 ドーフ ィ ソ と 蓬 莱柿

’
の 秋果に つ い て，結果節

位ごとの小果の糖含量お よ び糖組成比を第 5表に示 した，

桝 井 ドーフ ィ ソ で は，果糖，ブ ドウ糖含量は節位間に
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Table　3．　Changes　in　sugar 　contents 　and 　thejr　proportions　in　the　fruitlets　and 　peduncular　tissue　of　second 　crop 　syoonia 　Qf

　　　　　
‘Masui　Dauphjnez　’and ‘HouraishiY　

’during　ripening （1997　data），

Stage 　ofdevelopment Part　ofsyconlum Sugar　content （g／lOOg 　FW ） Sugar　prOPOTtion（％ ）

FructoseGlucoseSucroseTotalFructoseGlucoseSucrose

‘Masui 　Dauphjne
’

70th　day　afterbearingx

70th　day　after 　bearing

Harvest 　time

Harvest　time

FruitletPeduncular

　tis9．　uc

FruitletPeduncular

　tissue

1．01cwl

，41c5

．47a4

，17b
　 ＊ 皐

L99c3

．53b5

，8〔｝a4

．86a
　 零 零

0，17aO

，20aO

，37aO

，19aNS

3．17d5

．14c11

．64a9

．22b
　 寧 ＊

‘Houraishi ’

31．9b27

．4b47

．Oa45

．2a
　 ＊ 宰

62．8a68

．7a49

．8b52

．7b
　 寧 翠

5．3a3

．9a32a2

．laNS

70th　day　afterbearing

70th　day　afterbearing

Harvest　time

f．larvestti【ne

FruitletPeduncular

　tissue

FrujtleIPeduncutar

　tissue

1．53b2

，33b6

，82a6

， 8a
　 翠 串

1，89d3

．45c7

．96a6

，68b
　 電 i

0．57bcO

，28c1

．52aO

，95b
　 准 廓

399d6

．06c16

．30a13

，71b
　 牟 率

38，3b38

，4b41

、8ab44

、3a
　 零

47．4b56

．9a48

．8b48

．7b
　 零 ＊

14．3a4

、7b9

，4ab7

，0ab
　 ＊

lBearing
　time ：23　May ，70th　day　after　bea【jng ： 1Aug ．，Harvest　l　15Aug ．．

yBearing
　time ：30　May ，70Ih　day　after　bearing ：8Aug ．，Harvest ：23　Aug．，

xBearing
　means 　over 　4m 匸n　in　breadth　of 　syconium ．

wMean
　separation 　within 　eolumns 　by　Tukey

’
s　multiple 　range 　test　at　P＝O．05．

NS ，＊
and 榊 indicate　nonsignificant ，　significant 　at　P＝O．05　and 　P＝0．01　by　analysis 　ofvariance

，
　respectively ．

Table　4．　 Sugar　accumuiatien 　in　the　fruitlets　and 　peCluncular　tissue　of 　second 　crop 　syconia 　of 　
‘Masui　Dauphinez　’and

　　　　　
‘Houraishjy’duringripening（1997 　data）．

Stage　ofdevelopment Part　ofsyconlum Fresh　weight

ofpart （9）

Sugar　content （9／part　FWx ）

FructoseGlucoseSucrose Total

‘Masui 　Dauphine
，

70th　day　after　bearingw

70th　day　after　bearing
Harvest　time

Harvest　time

FruitletPeduncular

　tissue

FruitletPeduncular

　tjssue

11．9cs
「

16．3c54

．Ob62

．7a
　＊零

0．12bO

．23b2

．95a2

．61a
　 零＊

0．24cO

．58b3

．13a3

，05a
　 I ＊

‘Houraishi’

0．02bO

．03bO

．20aO

．12ab
　 享 ＊

0．38bO

．84b6

、28a5

，78a
　 ＊ 零

70山 day　after　bearing

70th　day　after　bearing

Harvest　tjmc

Harvest　time

F「uitletPeduncular

　Iissue

Fruit皿etPeduncular

　tisSue

14．7c．

1〔
．
）．8c67

．Oa45

．7b
　 ＊ 串

0．22cO

．25c4

．57a2

．78b
　 宰 ＊

0，28cO

．37c5

，33a3

．05b
　 ホ 喚

0．08bcO

．03c1

．02aO

．43b
　 宇 亨

0，58cO

，65c10

．92a6

．26b
　 審 1

有意な差が認め られなか っ た が，ソ ヨ 糖含量は第 13節の

果実 で
’
多くな っ た ． 蓬 莱柿

’
で は ， 第 3節に 比 べ て第 8

節および第 13節果実 の 果糖，ブ ドウ糖含量が有意 に少な

く，第 13節 の シ ョ 糖含量が多 くな っ た．全糖含量 に 占め

る各組成糖 の 割合 は ，両品種 と も結果節位 の 高 い 果実 で

xBearing

　time ：23　May ，70th　day　after　bearing：正Aug ，，Harves【：15Aug ．．
yBearing

　time ：30　May ，70th　day　after　bearing；8Aug ．，　Harvest：23　Aug ．．
xWhole

　sugar 　co 飢ent　in　each 　palt　offruiL
wBearing

　means 　ov ¢ r　4mm 　in　breadth　of 　syconium ，
vMean

　separation 　within 　colunms 　by　Tukey’s　multiple 　range 　test　at　P＝0，05．
翠 掌 indicates　significantat 　P＝0，01　by　analysis 　of 　variance ．

果糖 の 割合が有意 に低下 し，
‘
蓬莱柿

’
で は第 13節果実の

ブ ドウ糖の 割合も低 くな っ た．両品種 の シ ョ 糖の 割合は第

13節果が第 3節およ び第 8節の 果実に比べ て約 2−3倍高

くな り，桝 井 ドーフ ィ ソ は 11．0％，蓬 莱柿
’

は 17．6％
に 達 した ．また ，各節位ご とに両品種 の シ ョ 糖の 組成比を
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Table　5．　Sugar　contents 　and 　their　pToportions　in　the　fruit】ets　ofsecond 　crop 　sycQnia 　on 　differerrt　nodal 　positions　on

　　　
‘Masui　Dauphine’　and 　

‘Houraishi ’（1997 　data）．

Node　 　 Harvest

order　　　 time　　　 FructoseSugar

　content （9〆100g 　FW ） Sugar　proportion（％）

Cultivar
GLucoseSucrose TotalFructose 　　　 Glucose　　　 Sucrose

MasuiDauphine

3　　 15Aug ．

8　　　2Sep ．

ユ3　　　25Sep 、

5．47at5

．42a5

．SsaNS

5．80a6

、69a6

．64aNS

0，37bO

，62b1

．50a
噛 寧

11．64a12

．73a13

．69aNS

47．Oa42

．6ab40

，5b
＊

49．8a52

．6a48

．5aNS

3，2b4

．8b11

．Oa
串零

HGuraishi

3　　 23Aug ，

8 　　 14Sep ．

13　 　 　 50ct ．

6．82a5

．85b5

．87b
半

7，96a6

，94b6

．57b

1．52bl

．36b2

，66a
十 零

16，30a 　　　　 41．8a

14．15b 　　　　　41．3ab

15．10ab　　　　38．9b
＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 1

48．8a49

．Oa435b

寧取

9．4b9

．7b17

．6a
＊ 零

zMean
　separation 　whhin 　columnsby 　Tuke ジsmul 【iple　range 　test　at　P＝0．05，

Ns，寧 and 串 准 indicate　nonsignificant ，　significant 　at　P＝0．05　and 　P＝0．01　by　analysis 　ofvariance ，respective 】y．

比較す る と，

‘
蓬莱柿

’
は

‘
桝井 ド

ー
フ ィ ソ に 比 べ て 常に

5−6％ 高か っ た．

考　 察

　イ チ ジ ク は カ ブ IJ フ ィ ッ グ型，ス ミル ナ 型，普通型 お

よ びサ ン ペ ドロ 型 の 4種類 に 分類さ れ，こ の 内，カ プ リフ

ィ ッ グ型 の 果実は雄花が多い た め，食用 に は適 さ な い （佐

藤，1953）．本研究 で は，普通型 10品種 の 秋果 と サ ン ペ ド

ロ 型 3品種お よ び普通型 1品種 の 夏果を用 い て ，小果 に お

け る単位重量当た りの 糖含量および糖組成比 の 品種 間差

異 を 調査 した．そ の結果，すべ て の 品種 で 全糖含量 に 占め

る 果糖と ブ ドウ 糖 の 割合 の 合計 が 90−95％ 以上 に 達 し，

シ ョ 糖の 割合は低か っ た ．イ チ ジ ク 果実 で は 成熟期 に 還

元糖が急速に蓄積され る が，そ の 傾向は小果 と果托 で ほ

ぼ 同 じで あ る と さ れ て い る （平井，1966）．こ の た め，実

験 1と実験 3で は小果を対象に糖の 分析を行 っ た が，主要

経済栽培品種 で あ る
‘
桝井 ドーフ ィ ソ と 蓬 莱柿

’
は，実

験 2で 小果 と果托の 相違に つ い て も詳細 な 検討を行 っ た．

両品種 とも，収穫果で は小果の 方が単位重量当 た りの 糖

含量 が多 くな っ た が ，糖組成比 は小果と果托 の 間 に 有意

な 差 が な く，果糖，ブ ドウ糖で 90〜98％を 占め た ．Tsantili

（1990）は，ス ミル ナ型品種 の 成熟果で も果糖と ブ ドウ 糖

の 含量が 多い こ と を報告 して い る．こ れ らの こ とか ら，カ

プ リ フ ィ ッ グ 型 を除 くイ チ ジ ク で は，夏果，秋果 に か か

わ らず，成熟果 の 主要 な組成糖は果糖 と ブ ドウ 糖で あ る

と考え られ る．しか し，各組成糖の単位重量当たり含量お

よ び 組成比 の 品種間差 は，夏果，秋果 と も シ ョ 糖 で 顕著

に認 め られ，また 秋果 で は，全糖含量に 占め る果糖 ，
ブ

ドウ糖 の 割合も品種間に 有意な差が あ っ た．糖の 甘味は種

類に よ っ て 異 な り，シ ョ 糖の 甘味の 強 さ を 1 とす れ ば，果

糖 は 1．3−1．5，ブ ドウ糖は 0．6−・O．7 に相当 し，
シ ョ 糖 は 重

い 感 じの 甘味、果糖は鋭い 刺激的な甘味，ブ ドウ糖は さ

わ や か な甘 味を もつ と され る （垣内，1985）、今回得 られ た

結果か ら，イ チ ジ ク果実の 甘味に は，主要構成糖 で ある

果糖，ブ ドウ糖の 含量 および組成 比 の 違 い や小果，果托

の 部位間 に おけ る糖含量 の 差な ど と と もに，全糖に 占め

る シ ョ 糖の 構成割合 の 差 が 微妙 に 影響 して い る可能性が

考え られ，今後さらに 食味検査等を行 っ て 検討を加え る

必要がある．

　ま た本研究 で は，桝 井 ド
ー

フ ィ ソ と 蓬 莱柿
’

の 秋果

に つ い て，成熟過程 に おける小果，果托の 組成糖含量の

変化を調査 した．そ の 結果，両品種 と も小果，果托の 重量

と果糖，ブ ドウ糖含量 の 急激 な増加が，収穫i前の 約 2週間

に
一致 して 生 じる こ と が 明ら か に な っ た ．結果 70 日後か

ら収穫期 に かけて は，イチ ジ ク果実 が 急激に 肥大，成熟

し，容積と重量 の 約 70〜80％ が増加す る と さ れ る第 皿 期

（Crane，1948；平井，1966 ）に おおむね相当 し，
‘
桝井 ドー

フ ィ ソ，蓬 莱柿
’
の 小果および果托 も こ の 間 に 重量 が 74

・−78％ 増加 し た ，Crane・Blown （1950）は ，イ チ ジ ク

’Mission
’
に っ い て 果実の糖と乾物総量 の 経時的変化を調

査し，第m 期の 果重増とともに 糖の 総量 の 89％ が集積 さ

れ ，果重 の 増加と乾物集積 との 間 に は密接 な 関係 が あ る

こ と を指摘 して い る．イ チ ジ ク果実は デ ン プ ン 含量 が 少 な

く，ま た成熟期 に も全 く変化が認 め られず．成熟過程 で

増加す る糖 の 由来は 不明 と さ れ て い る （能 岡，1995）．

Hirai（1980）は，ビ ワ 果実で は糖の約 90％が 収穫前 の 2週

間 に 蓄積さ れ る が，デ ン プ ン や 細胞壁成分 の 分解 で は 糖

の 増加を 説明 で き ず ，果実以 外 の 組織 か ら転流す る可能

性を示唆 して い る，イ チ ジ ク果実で は，収穫期の 果重およ

び糖 含量 の 増加が 水分含量 の 増加 と と もに 進行 す る

（Crane　・　Brown ，
1950）．本研究の 小果，果托 も，結果 70 日

後 か ら収穫期 ま で に 増加 した重量の 80−90％ は水分 の 増

加 に よ る もの で あ り（矢羽 田 ・野方，1998），ま た 同時 に

増加し た乾物量 の 大部分 を糖が 占め た．こ れ らの こ とか

ら，イ チ ジ ク果実の糖の集積機構を解明す る ため に は，肥

大，成熟期 に お け る果実へ の 水分流入 と糖 の 転流と の 関
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連性 に つ い て 検討す る必要が あ る と考え られ る．

　 さ らに ，本研究 で は 桝 井 ド
ー

フ ィ ソ ，
‘
蓬莱柿

’
の秋

果 の 糖組成比 が 結果節位 で 異 な り，節位 の 高い 果実で は

小果 の 単位重量 当 た り の シ ョ 糖含量が増加 して ，全糖に

占め る シ ョ 糖 の 割合が高ま る こ とが明らか に な っ た，イ チ

ジ ク の 秋果 は ，節位 の 高 い 果実 ほ ど成熟期の 気温 が 低下

す る （矢羽 田 ら，1997）．
一

般に果実類の 糖は低温 で シ ョ 糖

が増すとされ （杉浦 ・稲葉，1991），ウ ン シ ュ ウ ミカ ン 果

汁 （高木 ら，1994）や リ ン ゴ 果 実 （山 田 ら，1988）で は 肥

大，成熟期の 温度が低い ほ ど全糖中に占め る シ ョ 糖 の 割

合が 高 くなる傾向に あ る こ とが報告され て い る．本研究の

イ チ ジ ク 秋果 の 場合，収穫期 の 試験圃場の 気温 は第 3，8，
13節 の 順 に 半旬別平均気温 で

‘
桝井 ドーフ ィ ン

’
が 26．4

℃，25．4℃ ，20．4　
°C，

」
蓬莱柿

卩
が 26．6℃，24．2℃，20．0℃

で ，両品種 と も第 13節 で は最低気温 が 16℃ 近 くに ま で 低

下 した、こ の た め
， イ チ ジ ク果実も他 の 果実類と 同 じよ う

に，結 果節位の高い秋果で は秋季の 気温低下 に 伴 い ，単

位重量 当 た りで シ ョ 糖が 上昇 す る傾 向が み られ た もの と

思われ る．イ チ ジ ク果実で は成熟に 伴 っ て マ ル ターゼ，ス

ク ラ
ーゼ，シ ョ 糖合成酵素な ど の 活性が急激に 高ま る （能

岡，1995 ）、結果節位 の 上昇，成熟期 の 気 温 低下 に 伴 う秋

果 の 糖組成比 の 変化とこ れ らの 糖関連酵素との 関係 は，今

後 の 検討課題 で あ る，

摘　　要

　イ チ ジ ク 果実 の糖含量と糖組成比に つ い て ，秋果お よ

び夏果 の 品種 間差異，果実の 部位，結果節位 に よ る相違

を検討 し，以下の 結果を得た．

　 1．供試した普通型 10品種 の 秋果 と，サ ン ペ ドロ 型 3品

種 お よ び普通 型 1品種 の 夏果 の す べ て で ，小果 の 全糖含量

に 占め る果糖，ブ ドウ糖の 合計値の 割合が 90〜95％ 以上 に

達 し，シ ョ 糖の 割合は低か っ た．しか し，糖組成比 の 品種

間差異は シ ョ 糖で 顕著 に 認 め ら れ た ，

　2．桝井 ドーフ ィ ソ と 蓬莱柿
’

の 秋果 で は，成熟期 に

小果，果托 の 果糖 ブ ドウ糖含量が急増す る と と もに ，全

糖含量 に 占 め る ブ ドウ糖 の 割合が 低下 して 果糖 の 割合 が

高ま っ た，収穫期に お け る糖組成比 は，両品種 とも小果，

果托 の 間に有意 な差 が な か っ た．

　3．小果，果托 の 重量 は，収穫前 の 約 2週間 で 急激に 増

加 し，そ の 際
‘
桝井 ドーフ ィ ソ は 果托，蓬 莱柿

’
は小

果の重量が大き くな っ た．小果 果托の 重量か ら換算 した

部位別 の 糖含量 は 成熟期 に 急増 し，と くに 小果の 重量が

大きくな っ た
‘
蓬莱柿

’
で は，小果 の 各組成糖 の 含量が果

托に比 べ て顕著に多 くな っ た．

　4．‘
桝井 ドー

フ ィ ン
’

と 蓬 莱柿
’

の 秋果 で は ，結果節

位が高 い 果実で，小果 の 全糖に 占め る シ ョ 糖 の 割合 が 高

くな っ た．結果節位の 上昇に伴う糖組成比の 変化 に は，秋

季の 気温 低 下 が 影響 して い る と考え られ た，
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